
は
じ
め
に

　
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
っ
て
牛
に
も
か

か
る
の
？
ど
ん
な
症
状
が
で
る
の
？
」

　

こ
の
よ
う
な
質
問
を
農
家
の
皆
様
か

ら
最
近
よ
く
お
聞
き
し
ま
す
。

　

中
国
湖
北
省
武
漢
市
か
ら
広
ま
っ

た
と
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

病
（Corona V

irus D
isease 2019

、

CO
V

ID
-19

）は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
生
活

面
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
外
出

の
自
粛
や
小
中
学
校
・
高
校
・
大
学
の

休
校
、
マ
ス
ク
不
足
な
ど
、
ま
た
経
済

面
で
は
、
和
牛
枝
肉
・
和
牛
子
牛
価
格

が
落
ち
込
ん
だ
り
、
乳
価
の
低
下
も
今

後
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
す
が
、
遺
伝
学
的
特
徴
は
似
て
い

る
も
の
の
、
牛
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

は
異
な
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
人
の

場
合
、
ど
の
年
代
で
も
感
染
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
多
い
の
は
40

代
・
50
代
の
年
齢
層
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
牛
の
場
合
で
も
子
牛
・
育
成
牛
・

成
牛
い
ず
れ
も
感
染
し
ま
す
が
、
多
発

す
る
時
期
や
月
齢
が
存
在
し
ま
す
。
先

月
の
事
業
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
コ
ー

ナ
ー
で
も
少
し
触
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
、
牛
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
病
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

子
牛
に
感
染
す
る
と

　

子
牛
で
は
、
感
染
す
る
と
致
死
率

は
高
く
、
寒
冷
ス
ト
レ
ス
、
初
乳
の
摂

取
不
足
、
他
の
微
生
物
と
の
混
合
感

染
に
よ
り
、
さ
ら
に
致
死
率
は
上
昇
し

ま
す
。
20
～
48
時
間
の
潜
伏
期
間
が
あ

り
、
そ
の
後
発
症
し
ま
す
。
主
な
症
状

は
黄
色
あ
る
い
は
灰
白
色
の
水
様
性
下

痢
で
、
食
欲
が
な
く
な
り
下
痢
が
続
く

と
、
重
症
化
し
死
に
至
り
ま
す
。
感
染

は
口
や
鼻
か
ら
糞
便
や
鼻
汁
が
入
る
こ

と
で
起
こ
り
ま
す
。
１
週
齢
～
３
週
齢

の
子
牛
に
多
発
し
ま
す
が
、
新
生
子
牛

に
感
染
す
る
と
い
う
点
で
、
大
腸
菌
や

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
と
い
っ
た
他
の
微

生
物
の
感
染
と
の
区
別
も
必
要
で
す
。

成
牛
に
感
染
す
る
と

　

成
牛
で
は
、
致
死
率
は
低
い
も
の

の
、
１
頭
が
感
染
す
る
と
牛
群
内
に
急

速
に
蔓
延
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
子
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牛
と
同
じ
よ
う
に
経
口
・
経
鼻
感
染
に

よ
り
、
３
～
７
日
の
潜
伏
期
間
の
後
、

発
症
す
る
と
暗
緑
色
あ
る
い
は
黒
色
の

水
様
性
下
痢
や
乳
量
の
急
激
な
低
下
が

み
ら
れ
ま
す
。
発
咳
・
鼻
汁
漏
出
な
ど

の
呼
吸
器
症
状
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
冬
季
赤
痢
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
た
め
、
冬
季
に
発
生
が
多
く
、
下

痢
便
に
血
液
が
混
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
病
は
糞
便
や
鼻

汁
を
用
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
気
に
な
る
際
は
獣
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
法

　

環
境
面
で
は
、
ハ
ッ
チ
・
畜
舎
の
清

掃
と
消
毒
や
密
飼
い
を
避
け
る
こ
と
が

予
防
に
つ
な
が
り
、
子
牛
の
場
合
は
初

乳
の
給
与
に
よ
る
乳
汁
免
疫
が
特
に
重

要
で
す
。
ま
た
、
そ
の
初
乳
に
さ
ら
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
抵
抗
力
を
加
え

る
の
が
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
ホ
ル
マ
リ
ン

で
不
活
化
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含

む
牛
下
痢
5
種
混
合
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

で
、
新
生
子
牛
の
下
痢
の
原
因
で
あ
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、

大
腸
菌
に
対
し
て
予
防
可
能
で
す
。
こ

の
ワ
ク
チ
ン
を
妊
娠
牛
に
投
与
す
る
こ

と
で
母
牛
を
免
疫
し
、
そ
の
初
乳
を
生

ま
れ
た
子
牛
に
与
え
る
こ
と
で
、
子
牛

を
免
疫
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
妊
娠

牛
に
１
ヵ
月
間
隔
で
２
回
筋
肉
内
に

接
種
し
、
１
回
目
は
分
娩
予
定
日
の
約

１
ヵ
月
半
前
に
、
２
回
目
は
分
娩
予
定

日
の
半
月
前
に
接
種
し
ま
す
。
前
年
に

こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
牛
は
、
分

娩
予
定
日
の
半
月
前
に
１
回
接
種
す

る
だ
け
で
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
た
だ

し
、
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
や
ク
リ
プ
ト
ス
ポ

リ
ジ
ウ
ム
と
い
っ
た
寄
生
虫
や
サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
に
は
効
果
が
な
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

ワクチンの投与方法

初乳から抵抗力を獲得！
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